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ミッショングノテイカル対応の｢堅ろう性+を持ったシステムの追求

注:略語説明ほか

PDA(PersonalDigitalAssjstant),CTl(Computer一丁elephonylntegration).B2C(BusinesstoConsumer),SFA(SalesForceAutomation)

Bl(Business州elli9enCe),KM(KnowledgeManagement),ERP(EnterpriseResourcePlanning),B2B(BusinesstoBusiness)

EIP(EnterpriselnformationPo什al),GW(Groupware),WF(Workflow)

*Windowsは.米国およびその他の国における米国MicrosoftCorp.の登録商標である｡

HiRDBVersion6のねらい

24時間365日稼動環境にある現在のネットビジネスを担う業務システムには,基幸手(Enterprise)システムと同等の堅ろう性が求められる｡このようなネットビジ

ネスシステムを支えるデータ基盤"HiRDBVersjon6”では,ミッションクリテイカルシステムヘの対応を目的に,信頼性をさらに強化した｡

サービスの停止が重大なビジネスチャンスの喪失に

直結するネットビジネスの世界では,24時間365日稼

動し続ける堅ろう性を備えたシステムが求められる｡そ

の中でも特に,障害発生時の影響の局所化と迅速な

システム回復が重要である｡

日立製作所は,これらのニーズにこたえるデータ基

盤として,"HjRDB Version6”を提供している｡

HiRDBVersion6では,ネットビジネスアプリケーショ

欝
はじめに

今日の24時間365Rのビジネス環境では,システム障害な

どのサービス停止によって重大なビジネスチャンスを逃しかね

ン構築のための先進技術を採用するとともに,ノンス

トップサービスを実現するための信頼性と運用性を強

化し,ミッションクリティカルシステムヘのいっそうの

対応を図った｡｢HAモニタ+との連携やホットスタンバ

イ,トランザクションキューイングによる高速系切り替え

などの優れた機能により,24時間365日ノンストップの

ネットビジネスを実現する｡

ない｡システムの停止が,業務の中断だけでなく,多人な金

銭的損失や社会的信用の失墜につながる危険性があり,止

まることが許されないシステムを｢ミッションクリティカルシステ

ム+と言う｡ビジネスチャンスを逃さず,ネットビジネスの世界で

成功するためには,ミッションクリティカルシステムとしての高
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図1安心できるミッションクリテイカルシステムの仕組み

高い信頼性と運用性を実現する技術と,自社開発ならではのサポートサー

ビスにより,24時間365日の安定稼動を実現する｡

い堅ろう性が求められる｡

日立製作所は,メインフレームで培った技術をベースに,

｢性能+,｢信頼性+,｢スケーラビリテイ+といった基本性能を重

視したデータベース管理システム"HiRDB''を提供してきた｡

HiRDB Version6では,Java数やⅩML(Extensible Mark-

up Language)などネットビジネスアプリケーション基盤に求

められる先進技術への対応はもちろんのこと,24時間365日

ノンストップのビジネスを支えるため,ミッションクリティカルシス

テムへの対応としていっそうの高信頼化を図った(図1参照)｡

ここでは,ビジネスのノンストップ化を実現するためのアプ

ローチとHiRDB Version6の対応機能,特に高速糸切り替

え機能について述べる｡

題
ノンストップ化実現へのアプローチ

ノンストップ化実現へのアプローチには,ハードウェアの二

重化などによる障害発生の防止以外に,(1)計画停止時間

の短縮,および(2)障害からの早期回復がある｡

2.1計画停止時間の短縮

第1のアプローチは,定期的なデータベース再編成やシス

テム拡張などを実施するためにデータベースマネージメント

システム(DBMS)を停止させる,いわゆる｢計画停止+の時間

を極力短縮することである｡

※)JavaおよびすべてのJava関連の商標およびロゴは,米国および

その他の国における米国Sun Microsystems.Incの商標また

は登録商標である｡

鳩l批評J漁2002-9

ビジネス規模の拡大やネットビジネス参入企業の増大などに

伴い,DBMSが扱うトランザクション量とデータ量は膨大なもの

となっている｡例えば,大量かつ頻繁なデータの追加と削除

により,データベース内のデータの断片化,いわゆる｢フラグメ

ンテーション+が増大する｡定期的にデータを再格納(データ

ベースの再編成)することにより,フラグメンテーションを解消し,

安定性能を確保する必要がある｡しかし,このようなデータ

ベースのメンテナンスのためにサービスを止めたりDBMSを停

止したりすることは,ユーザーにとって重要なビジネスチャンス

の喪失につながる危険性がある｡また,サービスを止め,バッ

チ処理を実行する場合も同様である｡

HiRDBVersion6では,(1)データベースを多重化するイン

ナレプリカ,(2)データベース静止化,(3)オンラインでのデー

タベース再編成,データベース再配置,データ･インデックスー

括登録,(4)データ格納領域の自動拡張などの機能と,

SAN(Storage Area Network)やストレージとの連携により,

システムを停止せずにデータベースメンテナンスとバッチ処理

の実行を実現した｡

2.2 障害からの早期回復

第2のアプローチは,障害発生時にできるかぎり迅速にシス

テムを回復し,サービスを再開することである｡

ハードウェアの故障やソフトウェアの不具合,誤操作,さら

に,災害などのさまざまな障害に対し,その影響をいかに最

小限にとどめ,一刻も早くシステムを回復させるか,または,い

かにサービスを止めずに提供し続けるかが重要である｡

HiRDB Version6では,高速糸切り替え機能により,この

ような障害からの早期回復が行える｡

題
高速系切り替え機能

系切り替えでは,サービス実行用の実行系マシンと,待機

系マシンを用意しておく｡サービス実行中に障害が発生する

と,クラスタソフトウェアと連携して待機系マシンに自動的に

サービス実行を切り替え,データベースを回復した後にサービ

スを続行する(図2参照)｡障害検知と系の切り替え制御をク

ラスタソフトウェアが行い,HiRDBが切り替え彼のデータベー

ス回復処理を行う｡

HiRDB Version6では,(1)後述する｢HAモニタ+との連

携による障害検知と,(2)ホットスタンバイによるHiRDBの高

速再開始により,系切り替えに要する時間を大幅に短縮した｡

3.1HAモ=タとの連携による障害検知

HiRDBでは,各種プラットフォーム上のクラスタソフトウェア

と連携し,系切り替えを行うことができる｡特に,日立製作所

のクラスタソフトウェアである高信頼化システム監視機能｢HA
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図2系切り替えの仕組み

クラスタソフトウエアで稼動状況を監視し,障害発生時に待機系へ切り替

える｡切り替え先のHiRDBでデータベースが回復し,サービスを再開する｡

モニタ+との連携では,共用メモリを介したHAモニタとの生死

監視により,HiRDBのダウンやスローダウンを検知する｡また,

実行系と待機系との間で,HAモニタが通信経路を用いて互

いの正常動作を確認するハートビート信号により,系の障害

を検知する｡

HAモニタ連携による糸切り替えの流れは,(1)HAモニタ

による障害の瞬時検知,(2)待機系へのリソース(ネットワー

ク,ディスク)の切り替え,(3)データベースの回復,(4)トラン

ザクションの決着(ロールバック),(5)サービスの再開のように

なる(図3参照)｡

HiRDBでは,HAモニタに対し,共用メモリを介して定期

的に生死情報を伝達している｡HAモニタでは,メモリの更新

状況を参照し,規定時間に更新されていない場合には障害

と判断し,待機系に切り替える｡障害の検知は瞬時であり,

他のクラスタソフトウェアを用いた場合に比べ,糸切り替えに

要する時間を短縮することができる｡

データベースの回復では,障害発生時にメモリ上のデータ

ベースバッファからデータベースに書き込まれていなかった更

新を回復する｡これは,データベース更新ログを使い,更新

処理を再実行することによって行う｡HiRDBでは,データベー

ス更新ログを,データベースを構成するディスクごとに分け,

複数のプロセスで再実行を並列に処理することにより,データ

ベースの回復を短時間で行う｡

トランザクションの決着では,障害発生時に処理中であった

トランザクションをロールバックする｡データベースの回復後,

このトランザクションの決着が完了するのを待たずに新トラン

ザクションの受け付けを開始することにより,早期のサービス

再開を実現している(ディレードノラン)｡

(1)コールドスタンバイでの系切り替え(2)ホットスタンバイでの系切り替え
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図3｢HAモニタ+との連携とホットスタンバイによる系切り替え

時間の短縮の仕組み

日立製作所のクラスタソフトウェアであるシステム監視機能｢HAモニタ+

との連携によって障害を瞬時に格知し.事前に待機系でプロセスを起動して

おく｢ホットスタンバイ+を用いることにより,切り替え時のHiRDB再開始を

短時間で行う｡

3.2 ホットスタンバイによるHiRDBの高速再開始

ホットスタンバイ機能により,ユーザーのサーバプロセスと

HiRDBシステムプロセスを克ち上げた状態で待機系を準備し

ておくことができる｡このため,障害発生時の系切り替えでは,

すでにプロセスが立ち上がっているので,データベースの回

復処理からHiRDBを即座に再開始することができる｡系切り

替え後にシステムの起動を行う｢コールドスタンバイ+と比較す

ると,リソース切り替え後に行っていたプロセス起動に相当す

る時間の分だけ,糸切り替えに要する時間を短縮することが

できる｡

HiRDB Version6の最新リリース版では,上述した方式

により,障害発生後,数秒から十数秒でシステムを回復する

ことができる｡

腐
切り替え中のトランザクションキューイング

4.1 HiRDB/Para‖elServerの構成

HiRDBで提供する大規模システム用モデルのHiRDB/

ParallelServer(以下,ParallelServerと言う｡)では,ノー

ド間でデータベース共用を行わない｢シェアードナッシング方

式+を採用し,ノードごとの並列処理により,高性能とスケーラ

ビリティを実現している｡ParallelServerは,フロントエンド

サーバ(FES)やバックエンドサーバ(BES)などの複数のサー

バで構成しており,全体で一つのデータベースマネージメント

システムとして機能する｡FESで業務アプリケーションからの

サービス要求を受け付け,複数ノードに配置されたBESで並

ロー正舶20陀9+19
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業務APではDBサーバの切り替えを意

識しない(DBサーバの切り替え完了ま

でトランザクションをFESでキューイング)｡

APサーバ

業務AP

FES

業務AP

FES

′シ

ノ′

㌔㍗恍紬〟丸､か

Bサーバ2

DBサーバ1

HAモニタ

BESl

HAモニタ

BESl@ 巨司
DB2

BES2@

DBl

注1:@は,切り替え時の待機側を示す｡

注2:略語説明 DB(Database).FES(FrontendServer)

BES(BackendServer)

図4HiRDB/ParallelServerでの系切り替え中のトランザク

ションキューイングの仕組み

バックエンドサーバ(BES)の系切り替え中に到着したトランザクションは.

切り替え終了後に正常に実行される｡アプリケーションでは,BESの切り香

えを意識することなく,業務を継続することができる｡

列にデータベース処理を行う(図4参照)｡

このシステム構成例では,複数のアプリケーションサーバに

業務アプリケーションとともにFESがそれぞれ配置されている｡

このため,アプリケーションサーバを用いたロードバランシング

が可能である｡アプリケーションサーバの負荷が増した場合,

アプリケーションサーバを追加することにより,負荷を分散する｡

また,サービス要求に対し,FESで該当するBESを判断する

ので,業務アプリケーションではBESを意識する必要がない｡

糸切り替えの構成に関しては,DBサーバ1とDBサーバ2との

間で相互に系切り替えを行う方式としている｡現用では,DB

サーバ1上のBESlがデータベース"DI∋r'に,DBサーバ2上

のBES2がデータベース"DB2''にそれぞれアクセスし,業務を

行う｡

原 意宏

4.2 トランザクションキューインク

ParallelServerでは,障害時の糸切り替え中に到着した

トランザクションをFESでいったん待たせ,切り替え終了後に

実行する｡この機能を｢トランザクションキューイング+と呼ぶ｡

例えば,DBサーバ2で障害が発生した場合,待機している

BESlに切り替わり,DBサーバ2で業務を続行する｡このとき,

FESからのアクセス要求は自動的にDBサーバ2に切り替わ

る｡障害時に実行中であったトランザクションは自動的にロー

ルバックされるが,障害中に到着したトランザクションは,DB

サーバ2でBESlが処理可能になるまでFESで自動的に待た

され,切り替え終了後に処理を再開する｡処理がエラーとな

るのは障害時に実行中であったトランザクションだけであり,

サービスに与える影響は小さく,ユーザーからは糸切り替えの

時間が見えない｡

霧
おわりに

ここでは,ビジネスのノンストップ化を実現するためのアプ

ローチ,HiRDB Version6の対応機能,および障害からの

早期l自1復を実現する高速系切り替え機能について述べた｡

HiRDB Version6では,Javaストアドプロシジャやディジタ

ルコンテンツプラグインなどウェブサービスヤプロードバンドに関

わる機能もサポートしている｡

日.立製作所は,今後も,可肝性をはじめとするミッションクリ

ティカルシステムヘの対応機能をさらに強化し,自社開発な

らではのサポートサービスと合わせ,24時間365日稼動し続

ける,堅ろう性を備えたシステムを提供することにより,顧客の

ネットビジネスを支援していく考えである｡
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